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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染第５波の収束等に伴う個人消費の

回復が見られましたが、原材料価格の高騰、半導体部品を含む電子部品等の調達困難、物流を含むサプライチェ

ーンの逼迫、新型コロナウイルス感染症のオミクロン株の拡大懸念等により、依然として先行きは不透明な状況

で推移しました。

このような経済環境のもと、当社グループにおいては環境変化に機動的に即応し、効率性や採算性を考慮した

社内体制の強化・整備を図り、利益重視の経営を推進いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は229億５千８百万円（前年同期比1.4％減）となり、営業利益

は50億１千２百万円（前年同期比7.3％増）、経常利益は53億１千３百万円（前年同期比13.1％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は38億９百万円（前年同期比18.4％増）となりました。

各セグメントの業績は次のとおりであります。

①　セキュリティ機器

セキュリティ機器につきましては、マンション向けの自社更新及び新規獲得が堅調に推移し、売上高は68億２

千５百万円（前年同期比7.7％増）、セグメント利益は28億５千４百万円（前年同期比9.1％増）となりました。

②　カード機器及びその他事務用機器

カード機器及びその他事務用機器につきましては、カード機器の主要販売先である病院向け等の営業活動が

徐々に回復する中で、売上高は20億９百万円（前年同期比9.5％増）、セグメント利益は４億８百万円（前年同

期比54.3％増）となりました。

③　情報機器

情報機器につきましては、半導体部品を含む電子部品等の調達困難、物流を含むサプライチェーンの逼迫等の

影響よりコンシューマ向け小型カッティングマシン等の納品が需要に追い付かず、売上高は86億３千４百万円

（前年同期比14.8％減）、セグメント利益は13億９千８百万円（前年同期比22.3％減）となりました。

④　設計事業

設計事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による工事完成遅れ等が徐々に解消されてきたこ

と等により、売上高は22億４千万円（前年同期比13.0％増）、セグメント利益は１億２千４百万円（前年同期比

654.0％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて38億１千１百万円増加し、704億

４千７百万円となりました。主な要因は、流動資産における現金及び預金19億５千２百万円増加、受取手形、売

掛金及び契約資産10億５千２百万円増加、商品及び製品７億５百万円増加等であり、その増減の理由としては、

当第２四半期連結累計期間の売上高及び純利益の増加、サプライチェーンの逼迫による輸送途中の商品及び製品

が増加したこと等が挙げられます。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて６億７千６百万円増加し、135億４千６百万円となりまし

た。主な要因は、流動負債における有償支給取引に係る負債２億３千４百万円の計上、未払法人税２億７千１百

万円の増加等であり、その増減の理由としては、新収益認識基準による買取義務のある有償支給部品の負債計上

及び純利益の増加等があげられます。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて31億３千５百万円増加し、569億円となりました。主な要

因は、親会社株主に帰属する四半期純利益38億９百万円の計上、配当金10億８千９百万円の計上等であります。

この結果、自己資本比率は80.7％と、前連結会計年度末の80.6％と同水準となりました。
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（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、339億６千４百万

円となり、前連結会計年度末と比較して19億５千２百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は33億５百万円（前年同四半期は47億９千３百万円の収入）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益53億３千２百万円、減価償却費４億３千３百万円等の収入に対して、売上債

権の増加額９億８千１百万円、棚卸資産の増加額４億５千万円、法人税等の支払額12億４千７百万円等の支出が

あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は４億２百万円（前年同四半期は４億１千１百万円の支出）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出３億５千１百万円等の支出があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は11億７千７百万円（前年同四半期は12億４千５百万円の支出）となりました、

これは主に、配当金の支払額10億８千８百万円の支出があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2021年８月18日付の「2021年６月期決算短信」にて公表いたしました通期の連

結業績予想に変更はありません。

今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 32,058 34,011

受取手形及び売掛金 6,653 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 7,705

リース投資資産 801 872

商品及び製品 4,638 5,343

仕掛品 205 99

未成工事支出金 187 60

原材料及び貯蔵品 626 943

その他 1,867 1,766

貸倒引当金 △40 △43

流動資産合計 46,997 50,759

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,778 1,749

土地 6,052 6,052

その他（純額） 1,673 1,702

有形固定資産合計 9,504 9,504

無形固定資産

のれん 1,987 1,911

その他 292 253

無形固定資産合計 2,280 2,165

投資その他の資産

投資有価証券 1,611 1,566

関係会社株式 4,612 4,843

その他 1,715 1,693

貸倒引当金 △86 △86

投資その他の資産合計 7,852 8,017

固定資産合計 19,637 19,687

資産合計 66,635 70,447

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,250 4,317

リース債務 479 468

未払法人税等 661 933

賞与引当金 161 165

製品保証引当金 5 13

受注損失引当金 14 0

有償支給取引に係る負債 － 234

その他 2,360 2,521

流動負債合計 7,934 8,656

固定負債

リース債務 1,022 1,025

退職給付に係る負債 1,374 1,406

その他 2,539 2,457

固定負債合計 4,935 4,890

負債合計 12,870 13,546

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 9,042 9,048

利益剰余金 44,461 47,182

自己株式 △4,705 △4,704

株主資本合計 53,798 56,526

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 311 293

為替換算調整勘定 △391 25

退職給付に係る調整累計額 △22 △20

その他の包括利益累計額合計 △102 298

非支配株主持分 69 75

純資産合計 53,765 56,900

負債純資産合計 66,635 70,447
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 23,294 22,958

売上原価 12,390 11,760

売上総利益 10,904 11,198

販売費及び一般管理費

役員報酬 172 170

給料及び手当 1,974 2,053

賞与 397 396

賞与引当金繰入額 136 144

退職給付費用 110 114

その他 3,438 3,306

販売費及び一般管理費合計 6,230 6,185

営業利益 4,673 5,012

営業外収益

受取利息 8 11

受取配当金 0 1

持分法による投資利益 44 180

為替差益 － 127

助成金収入 105 －

その他 22 17

営業外収益合計 180 337

営業外費用

支払利息 6 2

為替差損 133 －

過年度関税等 － 30

その他 13 4

営業外費用合計 153 36

経常利益 4,700 5,313

特別利益

投資有価証券売却益 － 59

特別利益合計 － 59

特別損失

固定資産除却損 3 0

事業構造改善費用 － 38

災害による損失 21 2

特別損失合計 25 40

税金等調整前四半期純利益 4,675 5,332

法人税、住民税及び事業税 1,315 1,503

法人税等調整額 133 12

法人税等合計 1,449 1,516

四半期純利益 3,225 3,816

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 6

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,218 3,809

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 3,225 3,816

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △46 △50

為替換算調整勘定 △166 352

退職給付に係る調整額 2 1

持分法適用会社に対する持分相当額 11 97

その他の包括利益合計 △198 400

四半期包括利益 3,026 4,216

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,019 4,210

非支配株主に係る四半期包括利益 7 6

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,675 5,332

減価償却費 460 433

投資有価証券売却損益（△は益） － △59

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2 7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 4

受注損失引当金の増減額（△は減少） △1 △13

受取利息及び受取配当金 △8 △12

支払利息 6 2

持分法による投資損益（△は益） △44 △180

売上債権の増減額（△は増加） △1,258 △981

棚卸資産の増減額（△は増加） 557 △450

仕入債務の増減額（△は減少） 1,515 △29

前受金の増減額（△は減少） 65 △98

リース投資資産の増減額（△は増加） － △6

その他 71 485

小計 6,050 4,432

利息及び配当金の受取額 39 112

利息の支払額 △6 △2

法人税等の支払額 △1,293 △1,247

法人税等の還付額 4 11

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,793 3,305

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △35 △35

定期預金の払戻による収入 35 35

投資有価証券の売却による収入 － 61

有形固定資産の取得による支出 △347 △351

無形固定資産の取得による支出 △23 △8

投資有価証券の取得による支出 △0 △40

関係会社株式の取得による支出 △10 －

貸付けによる支出 △92 △100

貸付金の回収による収入 80 4

その他 △17 32

投資活動によるキャッシュ・フロー △411 △402

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,087 △1,088

その他 △157 △88

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,245 △1,177

現金及び現金同等物に係る換算差額 △75 226

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,062 1,952

現金及び現金同等物の期首残高 25,461 32,012

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,523 33,964

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1) 連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(1) 収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

従来、設計業務に関して、設計業務の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には工事進行基準（工事

の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の設計業務については工事完成基準を適用しておりましたが、一定の

期間にわたり充足される履行義務については、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積

り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。なお、履行義務の充足に係

る進捗度の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合(インプット法)で算出しております。

また、有償支給取引について、有償支給先に残存する支給品については、棚卸資産を認識するとともに、当該支

給品の期末棚卸高相当額について「有償支給取引に係る負債」を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響は軽微であります。

また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響も軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法による組替えを行っておりません。

(2) 時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（追加情報）

(1) 会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響について

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(2) 連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用

　当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設さ

れたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目に
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ついては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」(実務対応報

告第39号　2020年３月31日)第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第28号　2018年２月16日)第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の

税法の規定に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注）１

調整額
(注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注）３

セキュリテ
ィ機器

カード機器
及びその他
事務用機器

情報機器 設計事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
6,334 1,835 10,139 1,982 20,291 3,003 - 23,294

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

42 23 16 1 83 74 △157 -

計 6,377 1,858 10,155 1,983 20,374 3,077 △157 23,294

セグメント

利益又は損失

（△）

2,617 265 1,798 16 4,697 △99 75 4,673

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、カードリーダー・自動おしぼり

製造機の製造・販売、ソフトウェアの開発・販売、セキュリティ機器・カード機器等の保守サービス、リー

ス及び割賦事業、計測機器・金属異物検査装置の開発・製造及び販売等を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額75百万円には、セグメント間取引消去△５百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社損益80百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注）１

調整額
(注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注）３

セキュリテ
ィ機器

カード機器
及びその他
事務用機器

情報機器 設計事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
6,825 2,009 8,634 2,240 19,709 3,248 - 22,958

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

68 22 19 1 111 47 △158 -

計 6,893 2,031 8,654 2,241 19,821 3,295 △158 22,958

セグメント

利益又は損失

（△）

2,854 408 1,398 124 4,785 257 △31 5,012

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、カードリーダー・自動おしぼり

製造機の製造・販売、ソフトウェアの開発・販売、セキュリティ機器・カード機器等の保守サービス、リー

ス及び割賦事業、計測機器・金属異物検査装置の開発・製造及び販売等を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△31百万円には、セグメント間取引消去△５百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社損益△25百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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